
かなり以前に書いたものですが,今も心に残る地の故に,

(日 本地図センター刊『地図ニュース』

ここで紹介させて頂きました。

No.218よ り)H期oB長岡正利

図―i ラダック周辺の衛星画像図、上部がインタ
‐
ス河、その有がレー

'(Olizane、
1:350,000 Ladakh Zanskar、 約10分 の6に 縮小 )

左はラダンクヘの最後の叶フォツ ラ。中央はザンスカール

ラダックとザンスカールは、イン ド亜大陸北方

のヒマラヤ とカラコルム山脈の間の河源近 くのイ

ンタ
゛
ス河流域にあり、その主邑はそれぞれレー と

パダムである。

ラダックとは、チベ 、ント語で言 う「峰 (関嶺 )

の彼方」の地である。

その語 の とお り、周辺 の いずれか ら見て も

3000～ 6000mの 関嶺の彼方の、幾つ もの峠の向 う

に弧立 した地である。標高は低いところで3500m、

気温の年較差50℃ 。日較差20℃ 以上、年雨量100mm

以下の荒蓼・静寂の地であ り、遠 く氷河の山々を

望む。その気候 と高度のゆえに、気味の悪い くら

いに澄んだ蒼空 と強烈な日差 しの もとで、僅かば

か りの耕地 と小さな集落には釣合わないようなチ

ベ ン`トタ、教 (ラ マ教)僧院 (ゴンパ)が岩山の麓

や頂に古城のようなたたずまいを見せている。

これらの地への起点、イン ド北部のシュリーナ

ガル (本誌 8月 号で紹介 :本稿はその続 きです )

からラダックヘ至るには、4000m前 後の 3つの峠

を越える 2日 行程を要する。道は、最初の険 しい

峠、ゾジ・ラをすぎる頃から風景が一変 し、次第

に沙漠の様相を見せる。中間地カルギルを過ぎれ

ば、谷間で僅かな水を利用できる土地のほか、山々

と大地はことごとく不毛。 ヒマラヤ造山運動で隆

起・招曲した地層の異様な色彩を見るのみ となる。

また、これ以奥では人々の容貌はモンゴル系 とな

って各所に白亜の仏塔やゴンパが点在するなど、

それまでの イスラム文化圏からチベ ンヽト仏教圏に

入る。なお、ザンスカールヘは、途中のカルギル

より南へ、ジープでさらに 2日 を要する。

このように、この地は、地理・文化的にはチベ

ッ ト圏にある。かつてはチベ ンヽトの一王国であっ

たが、近世以降はイン ドの一部 として長 くチベ ノヽ

ト世界 とは分離 さオtて きた。 しか し、今 日で もな

お小チベ ッ トと呼ばれているように、かつての文

化 を保 ち続けている。これは、天然の要害 と苛酷

な自然に守 られて、外国の支配が強いもの とはな

り得なかったためにほかならない。

ラダックとザンスカールでは、1947年 のイン ド・

パキスタン独立直後からのカシュ ミールの帰属 を

め ぐる 3回 の戦争、東部のアクサイ・チンの領有

をめ ぐる中印紛争等の政治的理由から、紛争地域

として長 く外界との接触を絶たれてきたため、古

くから人々の生活の中に生 き続けていた仏教 とそ

の美術一かの地の人々にとっては信仰の対象その

もの一が1974年 の人域解禁によって突然に現代に

甦 り、伝承されてきた民俗・文化 とともに密教系

f/、教美術研究の面で世界の注 目を浴びた。

この付近の地図

イン ド亜大陸全域の地図の利用については、本

誌 8月 号「ス リナガル」の稿で紹介 したとお り、

米国AMSがかつて作成 した25万分 1図 シリーズ等

が利用できる。ほかに、この地方については1987

年に作成された衛星画像地図 (図-1)があ り、等

高線はないものの、道路や集落については唯一正

確 な最新情報 として重宝である。

東西交流史の中で

この地は、今でこそ、中印 。中パの両国境紛争
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図-2 ラダックの中心地 レー (図の右 )と 、その起点シュリーナガル
図中紫色の点線は印パ停戦ライン、破線は中印係争国境 (Bartholomew、
1:4,000,000 1ndian SubcOnthent、 10分の9に 縮小 )

によって三方の国境を閉ざしたままとなっている

が、近世には、ヘディン、スタインらの東 トルキ

スタンヘの地理的探検隊 も通過 し、さらに奥地へ

と峠を越えていった交易上要衝の地であ り、かつ

てはチベ ッ トや新彊へ開かれた国際都市であった。

さかのぼれば、イン ドに生まれ、早 くから中国、

日本へ と伝わっていた仏教は、チベ ンヽトには 7世

紀に中国 とネパールから伝えられたが、さらに 8

世紀には当時イン ドで全盛であった密教がカシュ

ミールとこの地を経てチベ ンヽトに伝 えられ、隆盛

を見た。その後、中国、イン ドと相次いで仏教お

よびその文化が消滅する中で、奇跡的にこの地に

遺った曼茶羅等の図像 (写真⑦)は かつてインド

において全盛であった大乗仏教の流れを正統的に

伝えているもの といわれている。

なお、 日本 とこの地域 との歴史的な繋が り。交

流は、仏教伝来に関するものを除けば何 もない。

最近の調査・登山隊を除いて、この地への 日本人

入域者で知 られているのは、明治末期から昭和初

期まで中央アジアに広 く足跡を残 した大谷光

瑞の探検隊の一部 と明治末の 日野陸軍少佐の

踏査行位の ものである。

王朝の興亡 と現在

ラダックが吐蕃 (チベ ンヽト)の史書に登場

するのは、10世紀末である。 もとより、人口

希薄の地のゆえに、周辺への大 きな勢力は及

ぼ し得なかったが、15世紀にはナムギャル王

の もとで、レーを中心に今に残る多くの寺院

が建設されるなどの繁栄を見た。その後、中

央アジアからの トルコ系民族の侵入、次いで

西のバルチスタンの軍勢の侵寇を受け、王国

は崩壊の危機に立たされるものの、16・ 17世

紀には再び全盛をむかえ、ナムギャル王朝は

仁、教の興隆に努めてチベ ンヽトとの交易 も盛んに行

われた。 しか し17世紀には、チベ ッ ト・蒙古、カ

シュ ミールの軍勢に蚕蝕され、衰退の道を歩むこ

ととなり、19世紀以降は英国統治下のカシュ ミー

ル藩王国に併合 されて現在に至 っている。

このような歴史を経て、ラダックの中心地 レー

には、市街のどこからも見え、丘の上から町 を降

呪するような 9層 の王宮の廃虚 (写真④)が今に

残っている。 しかし、僻遠の地ザンスカールでは、

かつての王国の都邑とは名ばか りに過疎化が進ん

で、今では日干しレンガの家が数十軒のみとなっ

たパダム (写真⑤)と さらに奥の寒村ザンラにそ

れぞれナムギャル王家の末裔が住み、今も村人か

ら「王」 として遇されている。

ラダックを世に矢口らしめ、 今も口住一―ともいえる

観光資源となっているのは、既に述べたとお り、

密教系美術の数々が残る僧院 (図 -1中 に′点在する

*)であるが、その代表は、ラダックで現存最古

のアルチ・ゴンパ (11世紀)であり、整然と描か

れた精緻な曼茶羅その他の壁画は壮観を極める。

ほかに、陸路ラダックに入る際に岩石砂漠のよう

①不毛の大地を縫うラダックヘの道 ③たくましく生きる人々 (同、路上の行商)②蒼空と路傍の仏塔 (ザ ンスカールにて)
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④ラダックの中心地レー、背後の山上は旧王宮 ⑤今では見るかげもないザンスカールの中心地

パダム、仏塔が点在する土色の街

な山中に見えて くるラマユル・ゴンパレーを過 ぎ

て周辺の無数の仏塔 とともに風景 との美 しい調和

を見せ るティクセ・ゴンパ、最奥にあって仮面舞

踏を伴 う初春の大祭が有名な最大規模のヘ ミス・

ゴンパ (写真⑥)等々。ザンスカールではカルシ

ャその他の僧院がある。

谷間に点在する僧院の壁面には、数多くの曼茶

羅を始めとして、未、青、黄白に彩られた守護尊、

護法尊の多くが盆怒の異相をなし、時に明妃を抱

く。見るものを呪縛するような画像の数々である。

苛酷な自然と風土に生きてきたチベ ットの人々の

内に秘めたる鋭い情緒感による凄ましい限りの創

造物であろう。

しかし、村々には、仏の加護と来世を信ずるよ

うに穏やかな表情でマニ車 (廻す毎に、納めた経

文を唱えたことになるという)を手にして真言を

唱え続ける老人はいても、修行が続けられている

筈の僧院には、ほとんど堂守のような、宗教的気

迫・緊張感を感 じさせ得ないような僧以外には見

あたらず (高僧は主都デ リー等に滞在の由)、 堂内

には異彩異形の諸尊と曼茶羅が、周囲を飾る千仏

とともに退色 し損傷 しなが

らも、不思議に色鮮やかに、

冷えびえとした空間をなしているのみである。

この地では、夏 も終わ りに近い頃から風が吹 き

始め、微細な土沙を巻 き上げて視界を閉ざす 日が

多くなる。やがて、秋 ともなると日々に気温は低

下 して空は澄み渡 り、天地に満つる月の光の白い

輝 きが地上の霜に見まごうような酷寒の夜が訪れ

る。

峠は雪に閉ざされ、外界から訪れる人も絶える。

ほとんど人々に顧みられな くなった僧院の閉 ざさ

れた内陣の間の中では、幾多の仏の、人々の心を

見据えるような眼が永遠の命を長 らえているので

はないか と一一。

(国土地理院 )

【文献】

F. de Filippi :“ Himalaya, Karakoram and East‐

ern Turkestern",E Arnold,1932.

HAAJ:「 チベ ンヽト・ ラダック研究」、1973

岩村武二 :「 ラダック曼茶羅」、岩波書店、1987.

0.Follrni:“Zanskar―A Himalayan Kingdorn'',

Thamesで &Hudson,1988.

⑦ 僧 院の壁画の教 かず、左 :護法尊マハカーラ(日 本に渡って大黒さま )、 中
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熱 い 大 地 の 想 い 出 話

P a r t ‖

33期  佐藤 かおり

もう何号も前に (編者注 会報 6号)、 熱い

大地の想い出話 (バ ラグアイの話)を書かせて

もらいました。また今回も、熱い大地 (南米大

陸)の話を書かせてもらいます。

あ、そうそう、申し遅れましたが、私、結婚

しました !(編者注 旧姓西村かおりさん)そ
の甘～い?新婚旅行の話です。私を知ってる方

は、私がず―と自由な独身生活を楽しむだろう

と思っていたでしょうが、ふとしたタイミング

でこうなり、新婚旅行で、南米大陸最高峰・ ア

コンカグア・ へ登つてきたのであります。今回

、その日程、費用などまとめて何かの参考にな

れば、そして、是非行つてみてもらいたいと思

つております。

アコンカグアというと、ヒマラヤ以外では一

番高い山、標高6959m、 もしくは6962mと いう

ことで、高所登山になります.皆、高山病の不

安から「行けない !」 と敬還してませんか ?あ

せって登れば高山病も出るでしょうが、マイベ

ースでゆつくりと、余裕をもって高度順応すれ

ば、必ずこのくらいの標高なら登れると思いま

す.しかし、休みがとれない !こ れが一番の問

題でしょう.だって、アルゼンチンのメンドー

サ (登山基地)まで 3日 はかかります。もちろ

ん直行便はありません。私達は、サンチアゴ (

チリ)経由で国境を夜行バスで越えました。 (

37曲がりの急カープ立山なんて目じゃない !)

舟田さんに「キーッ !私も行きたい !と 思え

るような原稿を」と頼まれたのですが、登山自

体はそんなに楽ではなかったので、キーッ !と

いう感 じはしないと思います。

キリマンジャロの時は小屋泊りで、ガイ ド、

ポーター付き、食事もいっぱいおいしいものを

作ってくれたので、個装だけ持つてぶらぶらゆ

つくり行けばよかったし、ジャングルから車原

までのいろいろな美しい植物も見れました。ヒ

マラヤ トレッキングの時も、ポーター、コック

との大名行列で、至れり尽くせりの待遇で快通

でした.途中の村や寺や人々、シャクナゲや風

景も美しく、興味深かつた。アコンカグアは、

そんな風に行けるところではないということを

お断りしておきます。お金を出せば大名行列も

出来るかもしれませんが、ビークアタックとな

ると、そう甘くはありません。B.C.が4000m以

上だし、6000m以上での歩行は 1歩がつらくて

5歩ずつ歩くのが精一杯でした。やはリー般人

が全て行けるわけではないので、ガイ ド登山は

南壁 トレッキング (4000m付近)が多いようで

す。

ちなみに、今年は2000年をまたぐ登山という

ことで、人が多く入っていて、3000人 くらいが

シーズン中アタックに入るだろうとのことでし

た。私達は、 237、  238番 目でした。

私達は全て二人でやつたので、食事は全て自

分達で準備 (買い出しから、パッキング、調理

まで)し、生活用品もほとんど持つて行きまし

た。 (テ ント、コンロ、シュラフなど。レンタ

ルもあるが、それほどいいものはない。)

Bo C。 までは、 ″
ムーラ

″
(馬みたいなの !?

)が食料を運んでくれたけれど、高度順応の為

、私達は、B.C。 まで行くのも荷を1 3kg程 ずつ担

いで トレッキングです。B.C.か らC(キ ャンプ

)を一つずつ上げる荷据げも、全て自分達でや

りました。そしてつまらないことに植生が乏し

【チリ、アルゼンチン

国境】
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諦聘:

【登山申請後の トレッキング道.正面奥がアコンカグア.

トレッキングづン多く遊びに来る。】
ここら辺は、ハイカー

メンドーサは各国の トレッカー達がうろうろ

していて、登山用品店、レンタル店、ムーラの

手配、レンジャー小屋 (入山届をチェックする

ところ)までの交通機関の手配などをするエー

ジェントが多くあり、登山許可証をもらうとこ

ろもこの街にあります。交渉は英目かスベイン

語です:ちなみに一般の人々は英語も分かりま

せん。

宿泊施設は街の中心に、安いのから高いのま

でありますが、日本人にお薦めするのが「民宿

アコンカグアJです。 (街から空港の方へ8肺

くらい行つた郊外)移住した日本人増田夫婦が

やつててて、アコンカグアに登った長谷川恒男

や、山田昇、植村直己、三浦雄―郎、田部井淳

子なども来ていて、写真やサインがあります。

そして、ノート (記録帳)や資料も揃つていて

参考になるし、日本語の文庫本などもあります

“
一」

la>7 )Vr>:z7xC)ilL" t tva*7^afff c Lfr<l

いのです。景色は、B.C.ま ででも、オルコネス

谷の河原の乾爆強風地帯で、砂・石だらけ。3.

C.か ら上もザレザレでつまらない.初めだけ (

コンアルエンシアまで)少し緑があつて鳥が飛

んでいたなあくらいで、あとは無機質な世界で

した。こんなこと書くと行きたくないと思うで

しょうか ?厳し―い、淋しい世界です。

登山の内容については、食料、装備表、行動

表、日程表などを見て下さい。ここでは登山基

地メンドーサ、3.C.の様子を書いてみます。

登山基地
″
メンドーサ

″
、聞き覚えないです

か ?ワ インの産地です。日本に入つているアル

ゼンチンワインを見て下さい。きつとメンドー

サの名前を見つけるでしょう。私達はボデガー

(ワ イン倉庫)見学と試飲をし、ワインも何本

か担いで帰つてきました。
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。自炊 `なので好きなものが食べれるし、安全

です。 (南米の安ホテルなどでは、まれに荷物

がなくなることがある)お風呂もあるので旅の

疲れもとれるし、郊外なので静かに寝れます。

のんびりするにはもってこいです。)そ して、

頼めばいろいろな手配もやってくれます。語学

に自信のない人、日程に余裕がない人にはお薦

めです !ち なみに、好意でシーズン中のみやっ

てるだけなので、予約が必要です。

次にBC_の様子ですが、テント村ができてい

ます。それぞれ個人用のテントも多くあります

が、様々な トレッキング会社の大テントが多く

あつて、下山の荷を運ぶムーラの手配、下山後

の交通機関の手配などをしてくれるし、レス ト

ラン、バーもあります。パソコンや携帯電話を

使って下界と連絡してくれるので、安心です。

医療テントも大きいのが二つあります。医療は

常駐です。非常に親切で、私も咳がとまらず薬

をもらいました。 (日 本語は通 じません)BC
には共同 トイ レ (汚 い !)が掘 つてあります。

お金を出せは綺麗な トイレの鍵を借 りられます

。 (20$)。 BCに はシャワーもあ ります。 (

ソーラーシステム。10$/回 )温かいかは不明

です。BC近 く (15分 くらい離れた所)に はホ

テルがあって、泊まれるし、おいしい食事 もあ

ります。 C2への荷揚げ後、ここで休養 し、力

を蓄えて、ビークアタックという人もいます。

BCで は氷河の融けた流れている水を使います

。朝はまだきれいそうだけど、昼からは茶色 く

汚そう !欧米人は浄化するボンプを持つて来て

いました。私達は布フィルターだけでした。そ

して、BCでは日本人にも会えます。 (単独で

来ている人が多い)私達は10人 くらいと話をし

、情報交換をしました。日本食を分けてもらっ

たり、下山時にいらない物をあげてきました。

一一
一

一■
一
一
一

【ムーラが荷を運ぶ。 (BCまで )】

■|]詳ittρ浴鶉顆

【BCか らアコンカグア頂上を見る (夕焼け)】
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朧 羅 :〕与II:1
12/14(火 )i

メンド．銅1戻昇軽
1笏∝和

|´調だ等で
i l120iキャラバン開始(2900m)          ~~'~継 ・

ム
17:301コ ンフルエンシア着 (3300m)・

12/17(金 )

103螢ョン7Jレエンシア着 (3300m)。 泊
lν 18(土 ) : ■521B.C.(プ ラ

1735:B.C.(4200m)着・泊

11翼層璽更三鶏

1522:4945m着 (キャンプ・カナダを過ぎたところ)

17:30:B C 着・

9つ51高所順応 (Cl往復 )とClへの

量1露l:'♂ξ喜
・デス5デイェじデ死∵ooo着

lQ43:高 所順応 (Clヘ

:17:40:こ 1碁・
1呵

gi¬
琶 iニ コ五 た 5300磁 復∈ 明 時間,下り2巾

靖ヨ難[l…
…編

12/23(木 ):  :8

lν25(土)ilょ
1湧81倉瑠

|は箱8: ため,5800m付近まで登る)

12/27(月 )i

朋〔測務 Yア
擦臨

lol171B C着・泊
1出」持罫デポの荷を融

口Ю
尉ぢぢ彰二て風深ぜ詠ミ堪亀説1漢亀嘱・)

詢 じ 勧 :設物 アコガ 皮 ア登色

【BCか らClへ のザ レ、ジグの道。登 り切った所がCl】
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【Clか らアコンカグアを見る (中 央奥にビークヘの トラバ ース道が見える)】

【カナ レータ (ビ ークヘの道。結構急で、

6000m以上で、一歩一歩がつ らかつた。

登 り切 って左奥が ビーク。】

アコンカグア峰 。周辺図

―

玉

o   1   2   3
b

ヽ
．
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装備 リス ト

<日 本から持っていつた物>
・テン ト (エ クスペディション用)1張  (上

部キャンプは強風です。BC用 にもう一つあ

ると便利。私達は持つて上がつたり下りたり

で大変でした。 )

・ピークワン (白 ガソリンコンロ 白ガスは現

地購入 EPl、 プリムスガスは売ってない

。しかしキャンピングガスはある)

・プラ靴  ・オーバーウェア上下  ・鍋セット

、まな板、ナイフ ・アイゼン (ビ ッケルは

持つていかなかった。雪はあるが特に必要性

は感 じない。ス トック…三浦雄一郎隊の隊が

おいていったものをレンタル した )

・スパッツ、靴下  ・毛手、オーバーミトン

・ 目出帽、帽子、サングラス  ・テルモス

・ろうそく、ライター、固形メタ ・懐電

・コンパス (使わなかった)・ シュラフ (厳冬

期用)、 シュラフカバー、エアマット

・地図 (日 本でア トラス トレックの簡単な地図

コース概略をもらいに行く。詳細な地図はな

い。道に迷うことはない) 。修理具

・じょうご ・布フィルター (BC近 くの氷河

の水は汚く、必要 !浄化ボンプを使つている

人も多い) 。医薬品 (頭痛薬、胃腸薬、

抗生物質、日焼け止めクリーム、カットバン

、テービング)

<現地レンタル品>
・ス トック ・水ポリ ・ガスポリ

・ダウンジャケット

食料について

BCまでの トレッキング中、BCでの食料は現

地調達した。

人参、玉ネギ、ジャガイモ、キヤベツ、ニン

ニク、ソーセージ、チーズ、スープ、魚・員

の缶詰、シーチキン、オレンジ、米、バン、

【アコンカグア頂上。

苦闘の末、16時 23分

やっと到着。疲れ切

った。)】

スパゲティ、クッキー、チ ョコ、ナッツ、 ド

ライフルーツ、あめ、カステラ、ジャム、マ

ヨネーズ、コーヒー、ココア、ジュースの素

紅茶、砂糖、ビール、ワイン、ウィスキー

BCまでは荷をムーラが運んでくれる (1頭60

kgま でOK 120$)の で多く買いすぎた。余つた

物は日本人にあげてきた (困 つたかもしれない

!)

Cl、 C2での食事は全て日本食で持参した。

これは泣けてくるくらいおいしくて絶対に必要

やつた (余裕があればもっと多くほしかった )

ジフィーズ、α米、ラーメン、みそ汁、お茶

漬、ら、りかけ、梅干し、緑茶、キャラメル、

日本のあめ

費用について

・航空チケット (周遊 )

・国内移動、空港税etc

サンチアゴ■成田

209000

45000

・サンチアゴ→メンドーサ (バ ス)20$× 2

・登山許可証 (20日 間 Expedition)120$

(High Season  12/15～ ?)

(Low Season   は80S   )
。ムーラ 1頭 (60kgま で)     120S
・メンドーサ～レンジャーテント   23$

(タ クシー8$～バス10$～車 5$)
。レンジャーテン ト～メンドーサ   100$

(タ クシー 1台をチャーター)

・メンドーサでの移動費       10S
(タ クシー、バス)

。民宿アコンカグア宿泊費25$× 4泊 100$

(少 し高い !)

。手数料 (日 本への通信費、ムーラ。タクシー

の手配など)          loo$
・食料              loo$
・ホワイ トガソリン         9$

-22-



・装備 レンタル (ダ ウンジャケ ット、 70$
ガス入れ、水ポ リ、ス トック )

おまけ

アコンンカグア登山に17日 間もかかっている

し、南米は遠いし、新婚旅行がこれだけ ?

心配 しないで下さい。行く前にハワイで挙式

をして、ワイキキ ビーチで リゾー トもした し、

イースター島ヘモアイ像を見に行つた し、マイ

アミでイルカのフリッパーも見た し、アコンカ

グア疲れも、チ リの リゾー ト地 ビーニャ・デル

・ マルでのんび りし、甘～い新婚旅行を楽 しん

で帰ってきました。

何か、旅行から帰つてきて、新居への引つ越

し、新生活、そ して仕事を始めた私は、普通の

おばさんになって しまって、アコンカグアヘ登

頂 してきたということは、もうすご～く音の、

夢のような出来事のようです。

でも、私の体にしみついている
°

ラテン
゛

の

感覚が再び呼び掛けるのです。あ～～行きたい

南米大陸 !!絶対行 くぞ !

次回も報告 しますのでお楽 しみに。そ して、

キリマンジャロ、アコンカグアときて、次は、

マッキンリーを目指す予定です !?(も ちろん

マイパー トナーと一緒です )

GWは “白山～ベルクハイム
い

と張 り切って準備 していた

のですが、前 日になつて、 “妊娠"が発覚し、日帰 り登山、

山菜採 りに変更になりました。

いつか挑戦する予定です。

最近、週末は山にも行かず、マラソンもできず、家事と家

の片付けに追われています。

【おまけ 私のパート

ナー `き よし'と。

1999125ハ ワイにて】
p s
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